
無料特別講座

2018年3月8日（木）19：00～（18：30開場）

 新発見！
欧州に眠る史料が
「日本史」を変える

ナビゲーター
呉座勇一
（国際日本文化研究センター
助教、『応仁の乱』著者）

　近年、オランダやバチカンに眠る古文書の調査から、巧みな家康
外交やキリシタン統制の実態を伝える新史料の発見が続いています。
このような史料がなぜヨーロッパに残されていたのでしょうか。
　この講座では、現地で新史料の解読に取り組んでいるフレデリッ
ク・クレインス国際日本文化研究センター准教授と大友一雄・国文学
研究資料館教授から、日本について記された古文書が海外に残され
た理由について、そして新史料から明らかになった江戸時代の新エ
ピソードについて紹介してもらいます。

オランダの史料から読み解く
家康の知られざる外交術
（講師・フレデリック・クレインス）

会場 : 読売新聞ビル３階「新聞教室」
              東京都千代田区大手町１－７－１
※お申し込みはこちらから
 http://otemachiacademia.peatix.com/
（ご利用にはＰｅａｔｉｘのアカウント登録が必要です。）

※企画内容は予告なく変更になる場合があります。
※先着順の受付となります。定員に達し次第、受付終了となります。

お問い合わせ  t-academia@yomiuri.com
ツイッター  https://twitter.com/oteacademia
フェイスブック  https://www.facebook.com/otemachiacademia
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バチカン図書館で発見された
世界的記憶資産・キリシタン文書
（講師・大友一雄）


